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 マウス胃体部結膜の細胞学的研究第4編粘液産生細胞の電子顕微鋤鰻寮。
 従来,雪体部浩僕にお・ける電子顕微鏡的研究は,主として壁細泡に関するものであり,各種構成
 細胞全般にわたるものは比較的少ない。のみならず,特に副細胞の電子顕微鏡的記載は極めて区た
 たるものであった。これは副細胞の待つ性格の不分明さが原因であり,極言すれぱその存在自身に
 対する疑義さえもなしとはしなかった。そこで著者はマウスを用い,主として,この副細胞並びに
 胃体部におけるその他の粘液産生細胞の電子顕微鏡的同定を行ない,それに伴って2,3の新知見'
 を得たので報告する次第である。
 実験材料並びに方法。動物は生後2ケ月及び3ケ月の媚生dd/Tマウスで,それらに胃液分泌
 促進並びに抑制の目的で5単位/209体重のインシュリン及び2叩/209体重のGOCKt-
 erin-H(塩酸ク・一ルプロマジン及び塩酸プロメタジン製品)をそれぞれ皮注した。これら
 の処・置洋から得られた試料はCaulfieldによるオスミウム固定後,Lufものエポキシ樹
 脂包埋及びメタアクリル樹脂包埋を行なレ㍉日本電子光学製及びライツ製ウルトラミクロトームに
 ガラスナイフを装着して超薄切片を作製し,日立HU-10型電子顕微鏡による検鏡に供した。
 観察並びに考按。そ牽そも,胃体部浩嘆において副細胞が問題となる所似はα1αss等が被蓋
 上皮の有する粘液とは別屋の,水溶性のそれが胃液中に存在する事をみ,その粘液の由来をzi-
 mIner皿a且,Benεley以来の所謂副細起に求めようとした事に端を発する。著者及び協
 同研究者導は先に胃の粘液多糖類の各種組織化学的検索を行ない,MowryのAlcian
 bluo(A・B)一PAS電染色が良好な猪果を示す事及び,本染色によれば胃体部粘液産生櫃
 ,紐ぱ,PAS陽性,AB陽性,PAS-A・B陽性(bichrom&tic)の5種に区別さ
 れる皐をみた.更にPAS陽性細胞は腺窺部あるhはその上部に集まり,所謂"被蓋上皮"にほぼ一
 一致する。又,A.B陽性細胞の分布は腺頸部に多く且つ被蓋上皮とは明らかに異なった粘液を有
 する事から著者等はこれを光学顕微錨勺な意味で所謂〃副細胞〃(皿UGousneGk
 ce!l)と規足した。一方,A・B-PAS陽・i生細胞の分布は前処置によつても異なり一定では
 ないが,腺頚部から陳腐部に多く,蒔には被蓋上皮中にもそ・の出現をみた。又腺窩部にはその含む
 枯液力泌らずしも質的に一走ではないが,これを少量保有し且つ,細胞形態学的に未分化,幼若と
 見倣される、細胞群が撰択的に手長中している事から,これら細胞.詳に対して腺窩郡上皮(fove-
 olαrGell)の名を付した。次いで,同じ,栩粥てついてホルマリン固定,メタアクリル樹
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 脂包埋試料を作製し.その試料から超薄切片及ぴ1～2μの厚い切片を連続切裁し,後者には上述
 A・B-PAS重染色を施して光学顕微鏡観察に供し,超薄切片にエる電子顕微鏡像との直接対比
 を試みた。その宿果,PAS陽性域に一致してはα2Xα4μ程度の均質高電子密度の顆粒が存在
 し,A・B陽性域にはα5～1μのほぼ円形を示し内容は中等度電子密度で蜂巣状構造を有する頼ン=
 粒が存在する事をみ・た。更に,A・B-PAS陽性域にはA・B陽性顆粒の内部に04'》α5μ程
 度で均質高電子密度の曜即ちPAS陽性顆粒を中核として持つ顆粒が認められた。斯くして,光学
 顕微鏡的に区別された5種の浩液はそれぞれ異なった微細構造を示す,.独立した顆粒を反映する事
 が判明し,又,粘液成分に関してはMo可ryに従ってA・B陽性物質に相当して酸性ムコ多糖類
 2AS陽性物質に相当して中性ムコ多糖類の2種が区別さるべきであろうと推論した。
 著者の今回のオスミウム固定による通常の電子顕微鏡観察ではこれら5種の粘液顆粒鴎嬉して,
 より正確な微細構造が得られたが,上述のホルマリン固定,uranylaoetate染色に
 よって得られた電子顕微鏡像との間に本質的な差は全く認められない事も確認され,且つ粘液顆粒
 の趨項に関して次の点を明らかにした。即ち,PAS陽性顆粒はミトコンドリアの内部に均質高電
 子密度の物質が蓄積する事によって形成され,A・B勝性1顆粒はミトコンドリアの内部ll孝道の崩壊
 によって形成され,A・B-PAS陽性顆粒の形成はこの2つの過程が同時に起つた場合に惹起さ
 れる事が確かめられた。従来,これらの粘液産性機序に関してゴルジ装置の関与が重視されて来た
 事は周知の所である。著者も特に被蓋上皮並びに腺窩部上皮に寿げるゴルジ装置の高度の発達を認
 めたが,ゴルジ装置から沽液顆粒への直接転化は認められず,この点著者が協同研究者等と観察し
 た同じく胃粘膜主細胞での分泌頼粒形硯機序とは全ぐ趣きを異にしている。恐らく胃体部粘液産生
 細胞に於いてはその粘液形成の場はミトコンドリアであり,ゴルジ装置は直接か,或いは間接かに
 その材料を選句込む小器官に過ぎ吸いものと推定される。次に副細胞の本態或いは起原に関してで一
 あるが暫上述ミトコンドリアのA・B陽性顆粒転化を提供する母地細胞は主として騰部上皮であ
 る。しかしな参ら壁細胞からのそれも稀ではあるが認められ,被蓋上皮中には比較的しばしぱA・
 B陽性顆粒に遭遇する。主細胞にはそれが明瞭な酵素原顆粒を保有する場合には,観察した限参に
 於hてA・B陽性顆粒の共存を認め得なかった。以上により明らか攻如ぐ副細胞はA・B陽性顆粒
 を比較的豊富に有し,しかも腺頸部に限局して存在する点,独立した細胞系統に算入してしかるべ
 きものではあるが本質的には分化の進んだ他の細胞腫からも比較的容易に移行し得る,いわば特麿
 の機能状態の表現にのみずぎないものとも考えられる。今後は病的材料の検索とあいまって,ひ
 の点の解明に意を用回るべきであろう・
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 審査結果の要旨
 従来ト胃体部粘膜の電子顕微鏡的研究は王として壁細胞のそれに集中されて治り,全細胞種にわた
 っての記載は比較的少なかつ沈。とりわけ,副細胞に関しては本態の不明瞭さとあいまって七の存
 在すら疑う研究者も'なしとしない。
 当教室に於いては人寄瑚或いは動物に'於ける発髄実験の基礎的研究の意味で,マウスを用い胃体
 粘膜上皮の各構成細胞を電子顕微鏡的に同定する醗究を進めている戊藩者の研究は(二の中の粘液
 産盤…1て胴する細胞1て関するものでナ細胞の同定と共にぞれらの粘液顆粒生成1て関し次の結果1を得て
 いる。即ち,①被蓋上皮に多いP且S陽性顆粒はミトコンドリア内部にmtramiLocbo廻rial
 gra11則.eとして次第に成長して形成される。②副細胞に多いa!Giδnbエue陽性顆粒はミ
 トコンドリアの内部臘梅の崩壊によって出来るもので七の荘玉ミトコンドリアから転化する。⑤①
 及び⑭に述べだ骨程が同一のミトコンドリア内で起れば光写顕微鏡的πはP八.S一αlc獄n
 blue陽性(bichromatic)の顆粒が生ずる。
 又,この他に腋窩部πは細胞学的に幼若且つ少量ながら粘液を保有する細胞群が存在する事から著
 者はこれらの細胞群を線描部上皮として区別すべ善事を提唱している。
 よって,本論文は学位授一与に値すると認める。
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